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文
学
の
「
読
み
方
」
は
あ
る
か 
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文
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教
材
化
の
試
み 
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要
旨 大

学
に
お
け
る
文
学
教
育
は
ど
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
か
。
国
文
学
科
の
教
育
内
容

と
教
育
目
標
を
模
索
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
再
検
討
の
議
論
を
重
ね
、
従
来
の
「
文
学

の
読
み
方
Ａ
」
と
い
う
一
回
生
専
門
必
修
科
目
の
内
容
を
一
新
し
た
。
従
来
、
開
講

し
て
い
る
二
回
生
以
上
の
専
門
選
択
必
修
科
目
「
古
典
作
品
講
読
」
、「
近
代
作
品
講

読
」
を
和
ら
げ
た
だ
け
の
ご
と
き
科
目
名
で
は
あ
る
が
、
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
科
目

と
は
目
的
と
方
法
を
異
に
す
る
科
目
で
あ
る
。 

す
な
わ
ち
、
国
文
学
科
の
二
専
攻
（
国
文
学
、
歴
史
文
化
専
攻
）
と
各
コ
ー
ス
（
文

学
、
語
学
、
書
道
コ
ー
ス
）
の
学
び
を
具
体
的
に
学
生
に
体
験
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
各
専
攻
・
各
コ
ー
ス
の
教
員
五
名
が
共
通
の
テ
ー
マ
の
も
と
に
演
習
形
式
の

授
業
を
お
こ
な
う
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

共
通
テ
ー
マ
に
は
「
田
辺
文
学
」
を
選
び
、
樟
蔭
学
園
の
知
的
財
産
で
あ
る
田
辺

聖
子
文
学
館
を
活
用
し
つ
つ
、
自
校
教
育
の
一
環
と
な
る
こ
と
を
も
目
論
ん
だ
。 

本
稿
は
、
本
学
に
お
け
る
独
自
の
文
学
教
育
を
模
索
し
た
実
践
例
の
一
報
告
で
あ

る
。 
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１ 

は
じ
め
に 

大
学
に
お
け
る
国
文
学
科
の
存
続
意
義
が
問
わ
れ
て
い
る
。
本
学
で
も
、
度
重
な

る
改
組
の
中
で
、
平
成
十
九
年
度
よ
り
国
文
学
科
は
二
専
攻
と
な
っ
た
。
従
来
の
国

文
学
科
の
三
コ
ー
ス
（
日
本
文
学
、
日
本
語
学
、
書
道
）
を
国
文
学
専
攻
と
し
て
、

従
来
の
日
本
文
化
史
学
科
を
歴
史
文
化
専
攻
と
し
た
の
で
あ
る
。
旧
国
文
学
科
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
と
旧
日
本
文
化
史
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
を
い
か
に
融
合
さ
せ
る
か
。

改
組
に
伴
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
と
再
編
成
を
進
め
る
過
程
で
、
新
国
文
学
科

に
お
け
る
教
育
目
標
と
教
育
内
容
を
学
生
達
に
明
確
に
周
知
す
る
た
め
に
、
一
つ
の

科
目
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
意
見
が
浮
上
し
た
。
国

文
学
専
攻
の
三
コ
ー
ス
と
歴
史
文
化
専
攻
と
を
合
わ
せ
た
四
つ
の
学
び
を
ど
の
よ
う

に
し
て
一
つ
の
科
目
に
ま
と
め
る
か
。
何
度
も
議
論
を
重
ね
て
、
二
専
攻
・
各
コ
ー

ス
か
ら
五
名
の
教
員
に
よ
る
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
に
よ
る
、
一
回
生
の
専
門
必
修
科
目
、

新
「
文
学
の
読
み
方
Ａ
」
が
誕
生
し
た
。
共
通
テ
ー
マ
に
は
、
国
文
学
科
の
前
身
で

あ
る
樟
蔭
女
子
専
門
学
校
・
国
文
科
の
卒
業
生
で
あ
る
田
辺
聖
子
氏
の
人
と
仕
事
を

取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。
在
学
生
達
が
、
田
辺
聖
子
氏
と
い
う
大
先
輩
の
人
生
と

業
績
に
関
す
る
理
解
と
知
識
を
深
め
る
こ
と
は
、
樟
蔭
の
自
校
教
育
と
し
て
も
有
意
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義
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
改
組
後
の
国
文
学
科
が
、
樟
蔭
学
園
の
教
育

を
如
何
に
担
う
べ
き
か
を
模
索
し
た
実
践
例
と
し
て
報
告
す
る
。 

ま
ず
、
本
学
の
平
成
十
九
年
度
の
講
義
要
項
（
シ
ラ
バ
ス
）
を
引
用
し
て
授
業
の

目
標
と
テ
ー
マ
、
授
業
の
概
要
、
授
業
計
画
、
評
価
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
か
ら
始

め
た
い
。 

＊
授
業
の
到
達
目
標
・
テ
ー
マ
…
…
こ
の
授
業
の
目
的
は
、
国
文
学
科
で
は
何
を

学
ぶ
の
か
―
二
専
攻
・
各
コ
ー
ス
で
は
ど
の
よ
う
な
研
究
を
ど
の
よ
う
な
方
法
で
行

う
か
を
知
る
こ
と
で
あ
る
。
教
材
と
し
て
、
本
学
国
文
学
科
の
卒
業
生
で
作
家
の
田

辺
聖
子
氏
の
作
品
を
取
り
上
げ
る
。
田
辺
作
品
を
様
々
な
角
度
か
ら
読
む
こ
と
を
通

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
受
講
生
に
国
文
学
科
で
学
ぶ
こ
と
の
意
味
を
実
感
し
追
究
し
て

ほ
し
い
。 

＊
授
業
の
概
要
…
…
最
初
に
授
業
の
目
的
と
方
法
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
う
。
次

に
五
ク
ラ
ス
に
別
れ
て
、
各
コ
ー
ス
の
教
員
と
と
も
に
田
辺
作
品
を
読
む
こ
と
を
通

し
て
、「
国
文
学
科
に
お
け
る
学
び
と
樟
蔭
の
伝
統
」
に
対
す
る
理
解
を
深
め
（
総
論
）
、

田
辺
作
品
に
お
け
る
「
古
典
文
学
の
継
承
」（
日
本
文
学
コ
ー
ス
）
と
「
大
阪
弁
の
効

果
」（
日
本
語
学
コ
ー
ス
）
を
知
り
、
田
辺
作
品
中
の
「
名
言
」
を
書
き
（
書
道
コ
ー

ス
）
、
昭
和
と
い
う
「
時
代
背
景
」
（
歴
史
文
化
コ
ー
ス
）
を
学
ぶ
。
随
時
、
田
辺
文

学
館
の
見
学
も
行
う
。 

＊
十
五
回
の
授
業
計
画
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

１
～
３ 

総
論
・
国
文
学
科
の
学
び
「
樟
蔭
と
田
辺
文
学
」 

４
～
６ 

国
文
学
専
攻
・
文
学
コ
ー
ス
の
学
び
「
古
典
文
学
と
田
辺
作
品
」 

７
～
９ 

国
文
学
専
攻
・
語
学
コ
ー
ス
の
学
び
「
大
阪
弁
と
田
辺
作
品
」 

10
～
12 

国
文
学
専
攻
・
書
道
コ
ー
ス
の
学
び
「
田
辺
作
品
の
名
言
を
書
く
」 

13
～
15 

歴
史
文
化
専
攻
の
学
び
「
昭
和
と
田
辺
聖
子
」 

＊
評
価
…
…
出
席
・
平
常
の
意
欲
（
二
〇
％
）
、
授
業
中
の
発
表
・
小
テ
ス
ト
・
レ

ポ
ー
ト
（
八
〇
％
）
に
よ
る
。
各
教
員
の
評
価
を
総
合
し
て
評
価
す
る
。 

シ
ラ
バ
ス
に
は
以
上
の
よ
う
に
記
し
た
が
、
具
体
的
に
は
、
五
教
員
に
よ
る
授
業

形
態
と
試
験
が
様
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
最
終
的
に
は
、
出
席
を
二
〇
点
満
点
に
換

算
し
、
五
教
員
の
評
価
を
お
の
お
の
一
〇
点
（
計
五
〇
点
満
点
）
、
期
末
の
レ
ポ
ー
ト

を
三
〇
点
満
点
と
し
た
。 

次
に
、
各
担
当
者
に
よ
り
、
十
五
回
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
具
体
的
な
授
業
内
容

及
び
実
施
状
況
を
報
告
す
る
。 

 

２ 

各
担
当
教
員
の
授
業
報
告 

ａ
、
国
文
学
科
の
学
び
「
樟
蔭
と
田
辺
文
学
」 

担
当 

中 

周
子 

①
文
学
の
読
み
方
と
は
？ 

最
初
に
、
文
学
と
は
何
か
、
文
学
の
「
読
み
方
」
は
あ
る
か
、
と
い
う
問
い
か
け

を
行
っ
た
。
今
ま
で
、
本
を
ど
の
よ
う
に
読
ん
で
き
た
か
。
ま
た
は
、
い
か
に
読
む

か
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
は
あ
っ
た
か
。
ひ
と
り
で
「
読
む
」
こ
と
と
、
大
学
の
授

業
で
「
読
む
」
こ
と
の
間
に
は
、
ど
の
よ
う
な
相
違
が
あ
る
の
か
。
教
師
や
ク
ラ
ス

の
友
人
と
共
に
「
読
む
」
こ
と
の
意
義
は
何
か
等
々
。
こ
れ
ら
の
問
い
を
考
え
る
こ

と
を
通
し
て
、
本
授
業
の
目
的
を
明
確
に
し
つ
つ
、
こ
の
授
業
が
国
文
学
科
で
の
学

び
全
般
に
如
何
に
関
わ
る
か
を
概
説
し
た
。 
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文
学
と
は
言
語
に
よ
っ
て
人
間
を
と
り
ま
く
外
界
と
そ
の
内
界
を
表
現
す
る
も
の

で
あ
る
。
文
学
を
「
読
む
」
こ
と
は
、
単
に
一
つ
の
作
品
の
文
字
面
を
読
む
こ
と
で

は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
読
書
が
個
人
的
な
楽
し
み
で
あ
っ
て
も
よ
い
が
、
し
か
し
、

文
学
は
教
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
思
い
込
み
が
あ
り
は
し
な
い
か
。 

あ
ら
ゆ
る
作
品
は
、
い
わ
ば
氷
山
の
一
角
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
作
家
個
人
の

感
性
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
生
涯
お
よ
び
、
作
家
が
生
き
た
時
代
、
社
会
を
は
じ
め
、

作
家
が
意
識
す
る
、
し
な
い
に
関
わ
ら
ず
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
文
化
的
背
景
が
複
雑

に
絡
み
あ
う
相
を
、
作
品
中
に
見
出
す
こ
と
が
出
来
る
。
従
っ
て
、
文
学
を
読
む
こ

と
は
、
人
の
心
を
、
人
生
を
、
時
代
を
、
歴
史
を
、
社
会
を
、
文
化
を
読
む
こ
と
で

あ
る
。
初
回
は
、
田
辺
文
学
と
い
う
、
樟
蔭
に
縁
の
深
い
作
家
の
作
品
を
教
材
に
、

文
学
を
「
読
む
」
と
い
う
学
び
の
目
的
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
に
努
め
た
。 

②
樟
蔭
女
専
時
代
と
「
読
書
」 

二
番
目
の
テ
ー
マ
は
、
田
辺
氏
の
生
涯
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。
読
書
が

大
好
き
で
、
自
ら
も
ノ
ー
ト
に
小
説
を
書
い
て
友
人
に
回
覧
し
た
女
学
生
の
頃
か
ら
、

樟
蔭
女
専
時
代
に
国
文
学
を
学
び
、
国
語
の
教
員
を
志
望
し
て
い
た
日
々
の
出
来
事
、

卒
業
後
、
金
物
問
屋
で
働
き
な
が
ら
も
小
説
を
書
き
続
け
て
芥
川
賞
を
受
賞
す
る
ま

で
を
描
い
た
自
伝
小
説
『
し
ん
こ
細
工
の
猿
や
雉
』（
集
英
社
刊
『
田
辺
聖
子
文
学
全

集
』
巻
一
所
収
、
以
下
『
全
集
』）
を
中
心
に
取
り
上
げ
た
。
参
考
資
料
と
し
て
、
田

辺
文
学
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
楽
天
少
女
の
歳
月
切
符
―
田
辺
聖
子
の
歩
み
―
」
お

よ
び
、「
樟
蔭
も
の
が
た
り
」
（
掲
載
す
る
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
が
、

平
成
十
九
年
に
本
学
で
行
わ
れ
た
北
尾
和
信
被
服
学
科
教
授
に
よ
る
写
真
資
料
の
展

示
、
創
設
以
来
の
樟
蔭
の
様
子
、
諸
行
事
や
学
生
生
活
を
写
し
た
貴
重
な
資
料
で
あ

る
）
等
の
視
覚
教
材
、
島
崎
今
日
子
氏
の
評
伝
「
夢
見
る
勇
気
」
（
『
全
集
』
別
巻
一

所
収
）
等
を
用
い
て
、
田
辺
聖
子
氏
の
人
生
と
仕
事
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
た
。 

作
品
に
登
場
す
る
主
人
公
、
受
講
生
と
同
年
代
の
田
辺
聖
子
氏
の
分
身
の
物
の
見

方
を
探
り
つ
つ
、
戦
争
体
験
や
父
親
の
死
と
い
う
過
酷
な
逆
境
を
生
き
抜
い
た
力
の

源
を
探
っ
た
。
そ
れ
は
、
如
何
な
る
逆
境
に
あ
っ
て
も
、「
読
書
」
に
よ
っ
て
、
瞬
時

に
美
し
く
も
楽
し
い
「
心
の
王
国
」（
集
英
社
刊
『
楽
老
抄
』
中
の
言
葉
）
に
自
由
に

往
き
来
す
る
こ
と
が
で
き
る
能
力
で
あ
っ
た
と
の
結
論
に
至
っ
た
。 

③
田
辺
文
学
と
樟
蔭
で
の
学
び 

三
番
目
の
テ
ー
マ
は
、
田
辺
文
学
の
代
表
作
（
す
べ
て
『
全
集
』
所
収
）
を
概
観

す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
と
に
、『
新
源
氏
物
語
』
を
は
じ
め
と
す
る
古
典
文
学
へ
の
深

い
造
詣
に
基
づ
く
「
古
典
小
説
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
作
品
群
、
ま
た
『
千
す
じ
の
黒
髪 

わ
が
愛
の
与
謝
野
晶
子
』
、『
花
衣
ぬ
ぐ
や
ま
つ
わ
る
…
…
わ
が
愛
の
杉
田
久
女
』
、『
道

頓
堀
の
雨
に
別
れ
て
以
来
な
り
』
等
々
の
い
わ
ゆ
る
「
評
伝
物
」
と
分
類
し
う
る
作

品
群
に
注
目
し
た
。
こ
れ
ら
は
樟
蔭
女
専
（
国
文
科
）
で
の
学
び
が
深
く
関
わ
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
の
女
専
の
科
目
は
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
大
学
の
国
文

学
科
に
匹
敵
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
あ
り
、
田
辺
氏
は
い
ず
れ
の
科
目
で
も
優
秀
な

成
績
を
修
め
て
い
る
。 

田
辺
氏
は
、
芥
川
賞
は
じ
め
数
多
く
の
賞
を
受
賞
し
て
お
ら
れ
る
が
、
文
学
賞
の

対
象
と
な
っ
た
作
品
の
多
く
は
「
評
伝
物
」
で
あ
る
。
な
か
で
も
、『
道
頓
堀
の
雨
に

別
れ
て
以
来
な
り
』
は
、
ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ
た
洒
落
た
文
体
で
書
か
れ
て
い
る
が
、

膨
大
な
資
料
と
格
闘
し
て
完
成
さ
れ
た
貴
重
な
近
代
川
柳
史
で
あ
り
、「
川
柳
作
家
・

岸
本
水
府
と
そ
の
時
代
」
と
い
う
副
題
が
示
す
如
く
、
れ
っ
き
と
し
た
研
究
書
の
域
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に
達
し
て
い
る
。
田
辺
文
学
を
読
み
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
従
来
か
ら
周
知
さ

れ
て
い
る
「
女
性
の
視
点
」
「
大
阪
文
化
へ
の
愛
情
」
に
加
え
て
、「
樟
蔭
の
国
文
科

で
の
学
び
」
を
も
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
と
の
結
論
を
得
た
。 

田
辺
氏
は
、
大
の
「
読
書
」
好
き
か
ら
、
本
を
書
く
「
作
者
」
と
な
り
、
さ
ら
に

作
品
を
書
く
こ
と
を
通
し
て
、
人
生
を
楽
し
み
、
あ
る
い
は
作
家
へ
の
興
味
か
ら
研

究
的
な
読
み
を
獲
得
し
、
そ
の
読
み
に
基
づ
い
た
「
評
伝
物
」
を
も
開
拓
し
、
よ
り

多
彩
な
作
品
群
を
生
み
出
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。 

そ
の
よ
う
な
田
辺
文
学
が
要
求
す
る
「
読
み
」
は
多
彩
そ
の
も
の
で
あ
る
。
人
間

の
心
模
様
と
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
、
古
典
文
学
へ
の
憧
憬
、
大
阪
文
化
の
優
し
さ
と
大

阪
弁
の
ユ
ー
モ
ア
、
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
の
面
白
さ
、「
昭
和
」
と
い
う
時
代 

― 

少
女
時

代
の
回
覧
雑
誌
の
創
作
に
始
ま
り
、
限
り
な
く
深
化
し
つ
つ
広
が
っ
て
ゆ
く
田
辺
文

学
の
展
開
の
相
。
そ
の
展
開
の
相
の
中
に
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
文
学

の
「
読
み
方
」
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

ｂ
、
国
文
学
専
攻
・
文
学
コ
ー
ス
の
学
び
「
古
典
文
学
と
田
辺
作
品
」 

担
当 

北
村
英
子 

 

小
説
『
む
か
し
・
あ
け
ぼ
の
』（
角
川
文
庫
、
一
九
八
六
年
）
を
教
材
と
し
て
扱
っ

た
の
は
、
古
典
文
学
と
し
て
価
値
の
高
い
女
性
作
家
の
『
枕
草
子
』
を
、
田
辺
聖
子

氏
が
た
だ
文
章
を
忠
実
に
口
語
訳
し
た
も
の
で
な
く
、
一
旦
全
文
を
解
体
し
て
、
田

辺
流
に
平
易
な
語
り
調
の
文
体
で
、
随
筆
を
小
説
に
構
築
し
な
お
し
、
面
白
く
楽
し

く
読
め
る
よ
う
に
改
作
し
て
あ
る
た
め
、
入
学
当
初
の
一
回
生
の
教
材
に
ふ
さ
わ
し

く
、
関
心
を
も
っ
て
く
れ
る
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

平
安
時
代
の
清
少
納
言
の
人
柄
は
、
明
る
く
さ
わ
や
か
で
そ
し
て
才
智
の
ひ
ら
め

き
も
相
当
な
も
の
だ
。『
枕
草
子
』
の
作
品
の
中
に
は
、
清
少
納
言
の
人
柄
が
に
じ
み

出
て
い
て
、
随
所
に
声
を
出
し
て
笑
う
場
面
が
あ
る
。
こ
の
『
む
か
し
・
あ
け
ぼ
の
』

も
田
辺
流
に
内
容
を
、
面
白
お
か
し
く
実
に
上
手
に
書
い
て
あ
る
。
読
み
進
め
て
い

く
と
、
田
辺
氏
を
清
少
納
言
と
錯
覚
す
る
程
、
両
作
家
は
似
通
っ
て
い
る
こ
と
を
感

ず
る
。 

そ
こ
で
、
昔
の
清
少
納
言
と
現
代
の
清
少
納
言
こ
と
、
田
辺
聖
子
氏
を
重
ね
て
、

内
容
を
楽
し
く
読
む
指
導
に
努
め
た
。 

 

冒
頭
か
ら 

 
 

ま
っ
た
く
、則
光
っ
た
ら
、な
ん
で
こ
う
も
私
を
イ
ラ
イ
ラ
さ
せ
る
の
か
し
ら
。 

と
切
り
出
し
て
い
る
文
章
に
は
学
生
達
は
魅
力
を
感
じ
、
一
斉
に
作
品
の
中
に
引
き

ず
り
込
ま
れ
、
次
を
読
ん
で
み
た
い
と
い
う
心
情
に
な
る
。
さ
す
が
今
や
ト
ッ
プ
に

立
つ
日
本
の
女
流
作
家
の
筆
力
に
は
、
心
打
た
れ
る
も
の
が
あ
る
。 

 

男
尊
女
卑
の
平
安
の
時
代
に
清
少
納
言
は
こ
ん
な
気
持
で
、
夫
則
光
に
接
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
当
時
か
ら
す
れ
ば
、
清
少
納
言
は
近
代
女
性
と
し
て
生
き

て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
気
持
を
汲
ん
で
、
田
辺
氏
が
巻
頭
第
一
行
か
ら
、
か

ら
っ
と
さ
わ
や
か
に
い
や
み
な
く
、
面
白
お
か
し
く
歯
切
れ
良
く
書
き
出
し
て
い
る

の
は
、
読
む
人
の
関
心
を
ひ
き
、
心
お
ど
ら
せ
、
読
書
欲
を
駆
り
立
て
る
実
に
上
手

な
筆
致
で
あ
る
。
そ
し
て
、
次
々
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
、
女
性
の
視
点
・
女
性
の
感

覚
・
女
性
の
心
理
等
を
楽
し
く
読
み
味
わ
っ
て
い
け
た
。
受
講
生
達
は
全
員
女
子
学

生
と
あ
っ
て
、
こ
っ
ぴ
ど
く
男
性
を
や
っ
つ
け
る
女
性
の
勝
気
な
場
面
を
読
む
と
、

女
性
の
視
点
、
女
性
の
心
で
書
か
れ
た
こ
う
い
っ
た
内
容
に
共
感
し
て
い
き
顔
が
綻
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び
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
目
で
活
字
を
追
い
学
ん
で
い
た
。 

 
大
阪
弁
の
語
り
調
子
で
平
易
な
文
章
の
行
間
に
は
、
今
体
験
す
る
こ
と
が
出
来
な

い
、
千
年
昔
の
宮
廷
貴
族
の
生
活
・
社
会
制
度
・
年
中
行
事
・
通
過
儀
礼
・
交
通
手

段
・
官
職
・
服
飾
・
建
築
・
信
仰
・
娯
楽
等
、
我
々
と
は
別
世
界
の
背
景
も
描
か
れ

て
お
り
、
正
し
く
解
読
す
る
た
め
に
は
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
研
究
を
必
要
と
す
る
場
面

も
あ
る
が
、
こ
れ
も
又
、
往
時
を
想
像
し
な
が
ら
究
明
し
て
い
く
楽
し
さ
も
あ
っ
た

と
思
う
。 

 

授
業
時
間
が
た
っ
た
三
時
間
し
か
な
い
科
目
で
あ
り
、
作
品
全
体
を
取
り
上
げ
て

授
業
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
、
最
初
の
部
分
し
か
学
べ
な
か
っ
た
が
、
続
き
を
読
ん

で
み
た
い
と
い
う
気
持
は
十
分
に
沸
き
起
っ
た
も
の
と
思
う
。
学
生
達
は
自
分
で
『
む

か
し
・
あ
け
ぼ
の
』
の
本
を
購
入
し
て
、「
授
業
の
続
き
を
最
後
ま
で
読
ん
で
み
よ
う

と
思
う
」
と
感
想
を
よ
せ
て
い
る
。 

 

一
回
生
の
春
期
の
授
業
と
し
て
、
平
易
な
文
体
の
中
に
も
未
知
の
世
界
が
描
か
れ

た
『
む
か
し
・
あ
け
ぼ
の
』
と
い
う
小
説
か
ら
、
清
少
納
言
の
才
智
と
勝
気
な
性
格

や
鋭
い
感
覚
、
女
性
の
生
き
方
、
女
性
の
視
座
で
捉
え
た
男
性
の
風
貌
、
男
女
の
心

理
の
機
微
、
人
生
の
楽
し
さ
等
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
田
辺
氏
の
心
お
ど
る
作
品
の

素
晴
し
さ
を
感
じ
取
っ
て
く
れ
た
こ
と
と
思
う
。 

 

千
年
昔
の
読
み
に
く
い
古
文
の
『
枕
草
子
』
を
、
内
容
を
変
え
る
こ
と
な
く
、
親

し
み
や
す
い
筆
致
で
書
か
れ
た
『
む
か
し
・
あ
け
ぼ
の
』
は
、
読
ん
で
す
っ
と
燃
焼

出
来
る
。
古
典
を
現
代
語
に
よ
っ
て
改
作
す
る
と
い
う
創
作
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て

も
ら
え
た
こ
と
と
思
う
。
こ
の
改
作
小
説
を
教
材
に
用
い
て
、
沢
山
の
若
人
が
、
沢

山
の
意
義
あ
る
こ
と
を
学
び
、
古
典
嫌
い
の
学
生
が
、「
古
典
っ
て
面
白
い
！
」
と
興

味
を
も
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
も
の
で
あ
る
。 

 

次
は
田
辺
流
『
源
氏
物
語
』を
多
く
の
学
生
に
広
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

 

ｃ
、
国
文
学
専
攻
・
語
学
コ
ー
ス
の
学
び
「
大
阪
弁
と
田
辺
作
品
」 

担
当 

田
原
広
史 

こ
の
分
野
の
三
回
は
、
『
大
阪
弁
お
も
し
ろ
草
子
』
（
講
談
社
現
代
新
書
、
一
九
八

五
年
）
を
題
材
と
し
て
授
業
を
お
こ
な
っ
た
。 

こ
の
作
品
は
、
月
刊
誌
に
一
年
間
連
載
し
た
方
言
に
関
す
る
十
二
の
エ
ッ
セ
イ
を

新
書
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
田
辺
氏
が
「
大
阪
弁
」
に
つ
い
て
、
自
分
の
体
験

を
交
え
つ
つ
、
解
説
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
特
徴
と
し
て
、
単
に
方
言
の
意
味
の
説

明
に
と
ど
ま
ら
ず
、
往
年
の
大
阪
弁
に
つ
い
て
、
話
し
手
と
聞
き
手
に
つ
い
て
、
具

体
的
な
人
物
設
定
を
あ
げ
つ
つ
、
会
話
文
の
形
で
提
示
し
て
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
す

べ
て
の
エ
ッ
セ
イ
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
は
不
可
能
な
の
で
、
こ
こ
で
は
、「
は
る 

―

大
阪
弁
の
敬
語
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
を
と
り
あ
げ
た
。 

私
の
研
究
分
野
は
社
会
言
語
学
で
、
主
と
し
て
大
阪
方
言
を
扱
っ
て
い
る
。
当
該

分
野
に
お
い
て
も
、
文
学
作
品
を
用
い
て
、
こ
と
ば
の
研
究
を
お
こ
な
う
こ
と
は
し

ば
し
ば
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
「
こ
と
ば
の
研
究
材
料
と
し
て
の
作
品
」
と
い
う
と

ら
え
方
に
な
り
が
ち
で
、
い
わ
ゆ
る
講
読
と
呼
ば
れ
る
分
野
に
お
け
る
授
業
展
開
に

は
当
初
か
ら
少
な
か
ら
ず
不
安
が
あ
っ
た
。 

そ
こ
で
、
授
業
方
針
と
し
て
は
、
第
一
の
観
点
と
し
て
、
講
読
の
基
礎
に
立
ち
返

り
、
ま
ず
、
文
章
の
意
味
を
確
実
に
と
ら
え
る
こ
と
を
旨
と
し
た
。
現
代
語
で
書
か

れ
て
い
る
と
は
言
え
、
当
今
の
学
生
に
と
っ
て
は
な
か
な
か
難
解
な
単
語
や
表
現
も
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多
い
。
田
辺
氏
ら
し
く
、
古
典
が
引
用
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
随
所
に
み
ら
れ
る
。
ま

し
て
や
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
大
阪
弁
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
す
で
に
若
者
は
耳
に

し
た
こ
と
す
ら
な
い
表
現
も
多
く
、
方
言
辞
典
を
引
い
て
も
ら
い
な
が
ら
理
解
を
促

す
必
要
が
あ
っ
た
。
一
回
目
の
授
業
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
担
当
者
が
作
成
し

た
、
単
語
の
意
味
や
例
文
等
を
書
い
た
ノ
ー
ト
を
配
付
し
、
二
回
目
以
降
は
そ
れ
を

参
考
に
し
て
、
自
分
で
ノ
ー
ト
を
作
っ
て
く
る
よ
う
に
指
示
し
た
。 

意
味
を
確
実
に
と
ら
え
た
上
で
、
第
二
の
観
点
と
し
て
、
文
章
展
開
の
流
れ
を
把

握
し
、
さ
ら
に
田
辺
氏
の
方
言
に
対
す
る
考
え
方
、
大
阪
弁
へ
の
深
い
愛
情
と
い
っ

た
も
の
を
学
生
と
と
も
に
考
え
て
い
っ
た
。 

こ
の
作
業
を
通
じ
て
分
か
っ
た
こ
と
は
、
田
辺
氏
が
大
阪
弁
を
深
く
理
解
し
、
愛

情
を
も
ち
つ
つ
、
文
学
的
に
そ
れ
ら
を
縦
横
無
尽
に
使
い
こ
な
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
、
加
え
て
並
外
れ
た
言
語
学
的
セ

ン
ス
を
兼
ね
備
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。「
ハ
ル
」
と
い
う
上
方
弁
に
特
徴

的
な
尊
敬
の
助
動
詞
に
つ
い
て
、
語
源
に
始
ま
り
、
敬
語
的
な
位
置
づ
け
、
一
般
的

な
尊
敬
の
用
法
、
そ
れ
以
外
の
拡
張
的
な
用
法
、
例
外
的
な
用
法
、
東
京
と
比
較
し

た
敬
語
の
と
ら
え
方
の
違
い
と
い
っ
た
、
言
語
研
究
を
生
業
と
す
る
も
の
で
さ
え
舌

を
巻
く
ほ
ど
の
、
漏
れ
の
な
い
詳
細
な
記
述
が
、
さ
ら
り
と
簡
潔
に
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
決
し
て
言
語
学
の
専
門
書
で
あ
れ
こ
れ
勉
強
し
て
書
け
る
類
の
も
の
で

は
な
く
、
田
辺
氏
が
本
来
持
っ
て
い
る
才
能
に
よ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。 

こ
の
こ
と
を
発
見
し
た
私
の
感
動
と
興
奮
は
、
確
実
に
学
生
へ
伝
わ
っ
た
は
ず
で

あ
り
、
こ
の
時
点
で
こ
の
授
業
は
成
功
し
た
と
確
信
し
た
。 

さ
ら
に
、
第
三
の
観
点
と
し
て
、
右
に
述
べ
た
「
ハ
ル
」
の
特
徴
を
言
語
学
的
な

観
点
か
ら
分
析
し
学
生
に
示
す
こ
と
で
、
語
学
コ
ー
ス
の
学
び
と
い
う
も
の
を
理
解

し
て
も
ら
い
、
無
事
授
業
を
締
め
く
く
る
こ
と
が
で
き
た
。 

初
め
て
の
こ
の
授
業
は
、
学
生
に
と
っ
て
有
意
義
な
も
の
だ
っ
た
と
信
じ
て
い
る

が
、
そ
れ
以
上
に
、
私
自
身
に
と
っ
て
も
、
こ
の
よ
う
な
研
究
の
切
り
口
が
あ
っ
た

の
だ
、
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
、
そ
の
意
味
で
目
か
ら
鱗
が
落
ち
た
授
業
で
あ

っ
た
。こ
れ
ま
で
は
、
実
際
に
方
言
を
話
し
て
い
る
人
が
一
番
の
研
究
材
料
で
あ
り
、

で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
方
言
を
尋
ね
て
回
る
こ
と
が
、
唯
一
の
使
命
だ
と
信
じ
て

疑
わ
な
か
っ
た
が
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
世
界
の
こ
と
ば
が
、
実
は
よ
り
現
実
を
照
ら

し
出
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
せ
て
も
ら
っ
た
よ
う
な

気
が
す
る
。 

 

ｄ
、
国
文
学
専
攻
・
書
道
コ
ー
ス
の
学
び
「
田
辺
作
品
の
名
言
を
書
く
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

担
当 

森
嶌
隆
一 

①
は
じ
め
に 

 

「
文
学
の
読
み
方
Ａ
」
に
お
け
る
書
道
コ
ー
ス
の
学
び
で
は
、
数
あ
る
田
辺
作
品

の
中
で
、
と
り
わ
け
ユ
ー
モ
ア
や
名
言
（
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
）
を
中
心
に
書
か
れ
た
エ

ッ
セ
イ
の
中
か
ら
、
学
生
自
身
が
一
番
心
を
打
た
れ
た
名
言
や
言
葉
を
選
び
、
そ
れ

を
筆
に
託
し
て
書
い
て
み
る
と
い
う
授
業
を
行
っ
た
。 

 
田
辺
聖
子
氏
の
名
言
、
そ
の
言
葉
を
生
み
出
し
た
想
い
や
、
魂
の
叫
び
を
学
生
一

人
一
人
の
筆
の
動
き
を
通
し
て
表
現
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は

田
辺
さ
ん
の
言
葉
（
想
い
）
と
、
そ
れ
を
書
く
学
生
の
心
と
共
感
す
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
筆
で
書
こ
う
と
す
る
時
、
作
者
の
気
持
な
り
心
が
動
か
な
け
れ
ば
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ど
う
す
る
事
も
出
来
な
い
。
白
い
紙
を
前
に
し
て
筆
は
動
か
な
い
の
で
あ
る
。
「
書
」

は
文
字
を
素
材
と
す
る
芸
術
で
あ
り
、
文
字
を
書
く
事
を
通
し
て
、
作
者
の
心
・
想

い
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
そ
の
「
文
字
」
は
作
者
に
と
っ
て
は
「
特
別

な
も
の
」
、「
心
に
感
動
を
与
え
る
も
の
」
な
の
で
あ
る
。
書
く
人
の
心
が
動
い
て
初

め
て
作
品
が
書
け
る
と
い
え
る
。 

②
調
和
体
書
法
と
は 

 

調
和
体
書
と
は
漢
字
と
仮
名
の
書
、
所
謂
日
本
語
の
書
か
れ
た
書
を
言
う
。
高
等

学
校
の
教
科
書
で
は
漢
字
仮
名
交
り
の
書
と
し
て
、「
表
現
」
の
第
一
に
取
り
扱
わ
れ

て
い
る
。
要
す
る
に
調
和
体
書
法
と
は
、
日
本
語
の
漢
字
と
仮
名
と
を
調
和
よ
く
書

く
事
を
意
味
す
る
。
漢
字
の
太
く
て
力
強
い
線
と
、
仮
名
の
優
し
く
柔
か
い
線
を
如

何
に
調
和
さ
せ
る
か
が
、
書
く
上
で
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。 

 

こ
こ
で
調
和
体
書
に
関
し
て
、
中
央
書
檀
の
動
向
に
少
し
触
れ
て
み
た
い
と
思
う
。 

 

最
近
の
状
況
は
、
こ
の
調
和
体
書
に
特

に
力
が
注
が
れ
、
二
十
一
世
紀
の
書
の
分

野
と
し
て
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
る
。
一
般
の
人
々
か
ら
「
絵
や
彫
刻

は
解
か
る
が
、
書
は
難
し
い
。
漢
字
も
仮

名
も
何
が
書
い
て
あ
る
か
読
め
な
い
」
と

よ
く
言
わ
れ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
書
は
一

般
大
衆
か
ら
見
放
さ
れ
て
し
ま
い
、
専
門

家
だ
け
の
世
界
に
な
り
か
ね
な
い
！ 

こ

の
よ
う
な
危
機
感
か
ら
、
指
導
者
達
は
今

日
の
調
和
体
書
の
分
野
を
立
ち
上
げ
、

そ
の
重
要
性
を
主
張
し
始
め
た
の
で

あ
る
。
我
々
日
本
人
が
日
常
使
っ
て

い
る
日
本
語
、
そ
の
こ
と
ば

．
．
．
や
、
古

く
か
ら
の
名
言
、
名
句
を
書
と
し
て

表
現
す
る
事
は
ご
く
当
り
前
の
こ
と

な
の
で
あ
る
。
日
本
の
こ
と
ば

．
．
．
を
書

と
し
て
表
現
さ
れ
た
作
品
に
親
し
み
を
感
じ
な
い
人
は
い
な
い
。
今
後
の
書
檀
に
お

い
て
、
調
和
体
書
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。 

 

③
授
業
展
開 

 

授
業
回
数
が
各
グ
ル
ー
プ
三
回
ず
つ
と
い
う
短
時
間
で
、
作
品
を
書
き
上
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
本
来
な
ら
ば
田
辺
作
品
を
実
際
に
読
ん
で
、
そ
の
中
か
ら
「
名
言
・

名
句
」
を
選
ん
で
も
ら
う
べ
き
だ
が
、
時
間
の
都
合
上
、
名
言
を
集
め
た
サ
イ
ト
を

利
用
し
、
そ
れ
を
コ
ピ
ー
し
て
学
生
に
配
布
す
る
事
に
な
っ
た
。
学
生
の
中
に
は
小

学
校
以
来
六
年
ぶ
り
に
筆
を
持
つ
者
が
、
半
数
近
く
も
い
る
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
、
少

し
驚
い
た
。
最
初
の
一
時
間
目
に
プ
リ
ン
ト
に
よ
る
調
和
体
書
の
説
明
、
先
人
達
の

作
品
を
紹
介
し
な
が
ら
、
次
の
諸
点
に
留
意
す
る
よ
う
に
説
明
し
た
。 

 
 

・
田
辺
さ
ん
の
言
葉
の
ど
こ
に
感
動
し
た
か
。 

 
 

・
そ
の
言
葉
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
た
い
か
。 

 
 
 
 

（
力
強
く
、
優
し
く
、
明
る
く
…
…
等
） 

 
 

・
運
筆
、
墨
色
を
ど
う
す
る
か
。 
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・
半
紙
に
ど
の
よ
う
に
ま
と
め
る
か
。 

こ
れ
ら
は
、
名
言
を
書
く
上
で
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
も
の
で
あ
る
。 

 

名
言
の
数
々
を
記
し
た
プ
リ
ン
ト
を
見
な
が
ら
、
各
自
が
選
ん
だ
名
言
を
順
次
書

き
始
め
る
事
に
な
っ
た
。
筆
、
紙
、
硯
、
墨
…
等
一
切
の
も
の
は
、
こ
ち
ら
で
準
備

し
た
も
の
で
、
全
て
同
じ
条
件
の
元
で
の
揮
毫
に
な
っ
た
。
筆
の
持
ち
方
、
姿
勢
が

少
し
気
に
な
る
学
生
に
は
注
意
し
た
も
の
の
、
あ
ま
り
細
部
に
わ
た
っ
て
は
気
に
留

め
な
い
で
、
要
は
田
辺
さ
ん
の
名
言
に
感
動
し
た
気
持
を
そ
の
ま
ゝ
素
直
に
筆
に
託

す
る
事
を
通
し
て
、
楽
し
く
書
に
親
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
。 

 

同
じ
「
こ
と
ば
」
を
三
時
間
も
書
く
と
な
る
と
飽
き
る
し
、
感
動
も
な
く
な
る
の

で
、
毎
時
間
違
う
「
こ
と
ば
」
を
書
く
事
に
よ
り
、
い
つ
も
新
し
い
気
持
で
取
り
組

む
こ
と
が
出
来
た
の
で
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。 

 

学
生
達
は
、
最
初
の
う
ち
は
（
一
、
二
時
間
目
）
少
し
戸
惑
い
も
あ
っ
た
よ
う
だ

が
、
最
後
の
三
時
間
目
に
は
、
本
当
に

楽
し
く
、
思
い
思
い
に
筆
を
駆
使
し
て

傑
作
を
生
み
出
し
て
く
れ
た
。
あ
る
学

生
は
最
後
の
時
間
に
、「
本
当
に
楽
し
か

っ
た
。
も
う
終
り
？
も
っ
と
書
き
た
か

っ
た
」
と
言
っ
て
く
れ
た
。
従
来
の
書

道
コ
ー
ス
の
授
業
と
は
全
く
異
な
っ
た

内
容
と
方
法
の
授
業
で
は
あ
っ
た
が
、

こ
の
授
業
を
担
当
で
き
て
良
か
っ
た
と

思
う
。 

ｅ
、
歴
史
文
化
専
攻
の
学
び
「
昭
和
と
田
辺
聖
子
」 

担
当 

堀 

裕 

 

田
辺
聖
子
氏
の
作
品
を
歴
史
的
な
視
点
か
ら
考
え
る
素
材
の
一
つ
と
し
て
、
大
阪

大
空
襲
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。 

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
、
田
辺
氏
は
、
大
阪
福
島
の
田
辺
写
真
館
を
住
ま
い

と
し
、
勤
労
動
員
の
た
め
の
工
場
が
建
設
さ
れ
て
い
た
樟
蔭
女
子
専
門
学
校
に
通
っ

て
い
た
。
三
月
か
ら
本
格
化
し
た
数
々
の
空
襲
の
な
か
で
も
、
田
辺
氏
の
心
に
刻
み

込
ま
れ
た
の
は
、
田
辺
写
真
館
が
焼
け
た
、
六
月
一
日
の
第
二
次
大
阪
大
空
襲
で
あ

る
。
そ
の
様
子
は
、
田
辺
氏
の
作
品
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
い
ま
、
紙
幅
の
関
係

で
、
詳
細
は
記
さ
な
い
が
、
『
楽
天
少
女
通
り
ま
す
―
私
の
履
歴
書
―
』
（
ハ
ル
キ
文

庫
、
二
〇
〇
一
年
、
原
著
一
九
九
八
年
）
を
例
示
し
て
お
く
。 

 

さ
て
、
授
業
で
扱
っ
た
テ
ー
マ
が
、
指
導
す
る
教
員
に
と
り
、
専
門
分
野
と
異
な

る
も
の
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
方
法
が
教
育
的
に
有
効
な
の
か
、
思

考
錯
誤
を
繰
り
返
し
つ
つ
、
実
験
的
な
授
業
展
開
を
計
画
し
た
。
ま
た
、
一
年
生
の

春
期
の
授
業
で
あ
る
こ
と
も
意
識
し
、
学
生
同
士
の
交
流
が
生
ま
れ
る
〈
仕
掛
け
〉

を
試
み
た
。 

 

一
つ
の
班
は
、
基
本
的
に
三
回
の
授
業
で
あ
っ
た
が
、
一
回
目
は
す
べ
て
の
班
で

同
じ
内
容
の
授
業
を
行
っ
た
。
『
田
辺
写
真
館
が
見
た
〝
昭
和
〟
』
（
文
芸
春
秋
、
二

〇
〇
五
年
）
最
終
章
「
戦
火
、
熄や

む
」
を
受
講
生
が
交
替
で
朗
読
し
、
当
時
の
概
況

を
理
解
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
次
に
、
田
辺
氏
と
同
じ
一
九
二
八
（
昭
和
三
）

年
生
ま
れ
の
手
塚
治
虫
氏
も
、
大
阪
大
空
襲
を
経
験
し
て
い
る
点
に
注
目
し
た
。「
紙

の
砦
」
（
『
手
塚
治
虫
「
戦
争
漫
画
」
傑
作
選
』
祥
伝
社
、
二
〇
〇
七
年
、
初
出
一
九
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七
四
年
）
は
、
手
塚
氏
が
、
大
阪
大
空
襲
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
こ
れ
も
受
講
生

が
読
み
あ
げ
る
こ
と
と
し
た
。
二
回
目
以
降
は
各
班
に
よ
っ
て
異
な
る
。
以
下
、
各

班
毎
の
授
業
概
要
を
記
す
。 

〔
一
番
目
の
班
〕「
田
辺
氏
と
手
塚
氏
の
作
品
の
相
違
を
考
え
る
こ
と
」
を
、
課
題
と

し
て
事
前
に
提
示
し
、
二
回
目
の
授
業
で
各
自
が
報
告
・
討
論
を
行
っ
た
。
討
論
を

行
う
中
で
、
男
性
と
女
性
、
都
市
と
農
漁
村
、
戦
争
を
経
験
し
た
年
齢
、「
日
本
人
」

で
あ
っ
た
か
否
か
、
経
済
力
の
差
な
ど
に
よ
っ
て
、
同
じ
「
戦
争
」
で
あ
っ
て
も
見

え
て
い
る
も
の
が
違
う
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
点
を
徐
々
に
浮
き
彫
り
に
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
漫
画
と
対
置
す
る
こ
と
で
、
文
字
の
作
品
と
は
何
か
を
理
解
し

よ
う
と
す
る
学
生
も
い
た
。 

〔
二
番
目
の
班
〕
二
回
目
の
授
業
で
は
、
一
番
目
の
班
と
同
様
の
課
題
を
提
示
し
、

報
告
・
討
論
を
実
施
し
た
。
三
回
目
の
授
業
で
は
、
大
阪
大
空
襲
の
簡
単
な
調
査
か
、

学
生
の
知
り
合
い
の
方
か
ら
の
戦
争
体
験
の
聞
き
取
り
を
課
題
と
し
て
提
示
し
た
。

二
人
の
作
品
か
ら
だ
け
で
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
大
阪
大
空
襲
の
全
貌
や
、
身
近
な

方
か
ら
聞
く
戦
争
体
験
に
、
あ
る
程
度
実
感
を
も
っ
て
作
品
理
解
、
戦
争
理
解
が
進

ん
だ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

〔
三
番
目
の
班
〕
土
日
を
利
用
し
、

二
班
に
分
か
れ
て
現
地
見
学
の
授
業

を
実
施
し
た
。
一
つ
目
の
班
は
、
Ｊ

Ｒ
大
阪
福
島
駅
に
集
合
し
、
田
辺
写

真
館
が
あ
っ
た
あ
た
り
（
下
図
）
や
、

田
辺
氏
が
か
つ
て
過
ご
し
た
福
島
の

町
を
散
策
す
る
と
と
も
に
、
瓦
礫
が
残
る
公

園
、
大
阪
福
島
紡
績
工
場
跡
も
歩
く
こ
と
と

な
っ
た
。
大
阪
上
福
島
天
満
宮
で
は
、
神
社

関
係
者
に
学
生
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
こ
と

に
も
成
功
し
た
（
上
図
）
。も
う
一
つ
の
班
は
、

ピ
ー
ス
お
お
さ
か
（
大
阪
平
和
セ
ン
タ
ー
）

で
大
阪
大
空
襲
や
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
に
つ

い
て
学
習
し
、
よ
り
広
い
視
点
で
、
作
品
を

考
え
る
機
会
を
得
た
。
帰
り
に
は
森
之
宮
神
社
に
戦
闘
機
に
よ
る
弾
痕
が
残
っ
て
い

る
伝
え
ら
れ
る
狛
犬
の
台
座
を
参
加
者
全
員
で
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
後
日
各

自
に
与
え
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
を
求
め
た
。 

〔
四
番
目
の
班
〕
大
阪
大
空
襲
の
被
害
を
具
体
的
に
知
る
た
め
に
、
地
図
に
被
害
地

域
を
色
塗
り
し
て
い
く
と
と
も
に
、
田
辺
氏
が
六
月
一
日
の
大
阪
大
空
襲
の
時
に
ど

の
よ
う
な
経
路
で
帰
宅
し
た
の
か
を
示
し
た
。
地
図
は
、
地
図
資
料
編
纂
委
員
会
編

『
昭
和
前
期 

日
本
都
市
地
図
集
成
』（
柏
書
房
、
一
九
八
六
年
）
が
収
録
す
る
一
万

分
の
一
の
大
阪
市
の
都
市
地
図
を
ベ
ー
ス
と
し
た
。
そ
こ
に
『
新
修
大
阪
市
史
』
第

七
巻
（
一
九
九
四
年
）
お
よ
び
付
属
の
空
襲
被
害
を
示
し
た
地
図
を
参
考
に
、
第
一

次
と
第
二
次
の
大
阪
大
空
襲
の
罹
災
地
域

を
色
分
け
し
て
示
し
た
（
下
図
）
。
さ
ら
に
、

田
辺
写
真
館
や
大
阪
上
福
島
天
満
宮
、
樟

蔭
女
子
専
門
学
校
な
ど
を
地
図
上
に
示
す

と
と
も
に
、
田
辺
氏
の
帰
宅
経
路
も
示
し
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た
（
下
図
）
。 

〔
五
番
目
の
班
〕
四
番
目
の
班
と
同
様
に
、

地
図
作
成
を
行
う
と
と
も
に
、
地
図
の
解
説

を
す
る
学
生
の
様
子
や
、『
田
辺
写
真
館
が
見

た
〝
昭
和
〟
』
（
文
芸
春
秋
、
二
〇
〇
五
年
）

の
最
終
章
「
戦
火
、
熄
む
」
を
学
生
が
朗
読

す
る
様
子
を
ビ
デ
オ
に
記
録
し
、
地
図
を
理

解
す
る
助
け
と
な
る
映
像
資
料
を
作
成
し
た
。

文
化
遺
産
を
活
用
す
る
方
法
の
習
得
を
目
的

と
し
た
。 

 

以
上
が
授
業
の
概
要
で
あ
る
。
振
り
返
っ

て
み
る
に
、
授
業
内
容
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
す
る
必
要
は
多
々
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
歴
史
的
な
視

点
か
ら
、
田
辺
氏
の
作
品
を
通
し
て
、
大
阪
大
空
襲
と
は
何
か
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦

争
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
に
は
、
一
定
程
度
成
功
し
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
ま
た
、
作
業
や
現
地
見
学
な
ど
の
〈
仕
掛
け
〉
に
よ
っ
て
、
班
内
の
学

生
間
の
交
流
が
活
発
化
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
受
講
生
の
こ
れ
か
ら
の

学
生
生
活
が
、
よ
り
多
様
な
人
的
交
流
の
中
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
き
っ
か
け
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。 

 

３ 

学
生
の
感
想
及
び
成
績
状
況 

 

ａ
で
は
、
授
業
終
了
後
に
お
こ
な
っ
た
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
紹
介
す
る
。

ま
た
ｂ
で
は
、
成
績
の
状
況
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
る
。 

ａ
、
学
生
の
感
想 

・
こ
の
授
業
を
受
講
す
る
こ
と
で
、
田
辺
聖
子
さ
ん
の
作
品
を
も
っ
と
読
ん
で
み
た

い
と
感
じ
た
。
（
一
八
人
） 

・
こ
の
授
業
を
受
講
す
る
ま
で
は
、
田
辺
聖
子
さ
ん
の
本
を
一
冊
も
読
ん
だ
こ
と
が

な
か
っ
た
が
、
読
み
た
い
と
思
え
る
本
に
出
会
え
て
よ
か
っ
た
。
（
五
人
） 

・
田
辺
聖
子
さ
ん
と
そ
の
作
品
に
興
味
を
持
つ
こ
と
が
出
来
た
。
（
一
四
人
） 

・
先
輩
で
あ
る
田
辺
聖
子
さ
ん
の
作
品
を
読
み
、
学
ぶ
こ
と
は
樟
蔭
生
と
し
て
必
要

で
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ
た
。
（
五
人
） 

・
五
人
の
先
生
の
授
業
を
受
講
し
て
田
辺
聖
子
さ
ん
の
様
々
な
作
品
に
少
し
ず
つ
だ

が
触
れ
る
こ
と
が
出
来
て
よ
か
っ
た
。
（
五
人
） 

・
五
人
の
先
生
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
楽
し
く
学
べ
て
と
て
も
よ
か
っ
た
。
（
七
人
） 

・
一
人
の
先
生
だ
け
だ
と
こ
ん
な
に
違
っ
た
視
点
か
ら
作
品
を
見
る
こ
と
は
出
来

ず
、
と
て
も
勉
強
に
な
っ
た
。
（
二
人
） 

・
と
て
も
わ
か
り
や
す
い
楽
し
い
授
業
で
、
ま
た
受
け
た
い
。
（
七
人
） 

・
先
生
の
話
が
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。
（
二
人
） 

・
先
生
が
一
人
ひ
と
り
の
意
見
を
聞
い
て
く
だ
さ
る
の
で
み
ん
な
の
考
え
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
、
自
分
の
考
え
と
比
較
で
き
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
（
四
人
） 

・
話
を
読
む
度
、
授
業
の
最
後
に
ま
と
め
プ
リ
ン
ト
を
書
い
た
お
か
げ
で
内
容
が
読

み
取
り
や
す
く
な
っ
た
。
（
一
人
） 

・
五
人
の
先
生
に
三
週
間
教
わ
る
の
で
、
先
生
を
覚
え
る
良
い
機
会
だ
っ
た
。
（
一
人
） 

・
一
人
の
先
生
の
授
業
時
間
が
三
回
と
少
な
い
の
で
、
話
の
内
容
は
、
ほ
ん
の
一
部
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し
か
読
め
な
か
っ
た
の
が
残
念
。
（
六
人
） 

・
授
業
回
数
が
少
な
く
、
繰
り
返
し
が
多
く
先
に
進
め
な
か
っ
た
。
（
一
人
） 

・
先
生
が
違
う
の
に
選
ば
れ
た
田
辺
聖
子
さ
ん
の
作
品
が
同
じ
だ
っ
た
。
（
二
人
） 

・
変
則
的
な
授
業
に
戸
惑
っ
た
。
（
一
人
） 

・
作
品
だ
け
で
作
者
を
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
作
者
の
生
い
立
ち
を
調
べ
た
上
で

作
品
に
親
し
む
こ
と
の
大
切
さ
を
実
感
し
た
。
（
五
人
） 

・
語
句
の
テ
ス
ト
は
、
作
品
を
理
解
す
る
の
に
と
て
も
役
立
っ
た
。
（
四
人
） 

・
古
典
の
面
白
さ
が
少
し
わ
か
っ
た
。
（
三
人
） 

・
言
葉
の
細
か
い
意
味
な
ど
詳
し
く
教
え
て
く
れ
て
す
ご
く
わ
か
り
や
す
く
古
典
に

興
味
を
持
っ
た
。
（
七
人
） 

・
関
西
弁
の
授
業
は
、
難
し
か
っ
た
が
、
と
て
も
興
味
深
い
こ
と
が
多
く
自
分
の
知

ら
な
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
学
べ
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
（
一
〇
人
） 

・
大
阪
弁
に
つ
い
て
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
、
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
（
二
一
人
） 

・
地
方
出
身
な
の
で
大
阪
の
言
葉
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
県
を
大
切
に
し
て

い
る
の
だ
と
感
じ
た
。
（
二
人
） 

・
普
段
の
書
道
の
よ
う
な
緊
張
感
を
持
た
ず
に
自
由
に
文
字
が
書
け
た
の
で
、
今
ま

で
で
一
番
書
道
を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
た
。
（
三
九
人
） 

・
書
き
方
に
指
定
が
な
い
の
で
悩
み
試
行
錯
誤
を
し
て
作
品
が
出
来
た
時
に
来
る
感

動
は
、
書
道
の
授
業
の
特
徴
だ
と
思
う
。
（
一
四
人
） 

・
書
道
を
あ
ま
り
や
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
も
う
少
し
書
き
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
が

欲
し
か
っ
た
。
（
一
人
） 

・
ど
ん
な
字
で
あ
っ
て
も
何
も
言
わ
れ
な
い
。
（
一
人
） 

・
戦
争
の
悲
惨
さ
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
出
来
、
戦
争
を
詳
し
く
知
る
良
い
機
会

だ
っ
た
。
（
一
五
人
） 

・
大
阪
大
空
襲
の
時
の
田
辺
さ
ん
の
歩
い
た
道
の
り
を
自
分
た
ち
で
作
っ
た
地
図
上
で
見

る
と
い
う
体
験
は
、
文
字
で
見
る
よ
り
実
感
が
わ
き
わ
か
り
や
す
か
っ
た
。
（
二
人
） 

・
み
ん
な
で
何
か
を
作
る
と
い
う
作
業
は
、
親
交
も
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

楽
し
か
っ
た
。
（
一
八
人
） 

・
聞
い
て
い
る
だ
け
の
授
業
で
は
な
く
、
書
い
た
り
、
作
っ
た
り
、
討
論
し
た
り
と

て
も
楽
し
い
授
業
だ
っ
た
。
（
三
人
） 

 

ｂ
、
成
績
状
況 

Ｓ
（
九
〇
点
以
上
） 

 

一
三
名 

（
一
五
．
九
％
） 

Ａ
（
八
〇
点
以
上
九
〇
点
未
満
）
二
九
名 

（
三
五
．
四
％
） 

Ｂ
（
七
〇
点
以
上
八
〇
点
未
満
）
二
四
名 

（
二
九
．
三
％
） 

Ｃ
（
六
〇
点
以
上
七
〇
点
未
満
）
一
〇
名 

（
一
二
．
二
％
） 

Ｄ
（
六
〇
点
未
満
） 

 
 

六
名 

（ 

七
．
三
％
） 

 

採
点
の
方
法
は
、
出
席
点
二
〇
点
、
レ
ポ
ー
ト
課
題
三
〇
点
、
教
員
の
評
価
点
各

一
〇
点
計
五
〇
点
を
合
計
し
て
算
出
し
た
。
レ
ポ
ー
ト
課
題
に
つ
い
て
は
、「
田
辺
聖

子
の
作
品
を
一
つ
と
り
あ
げ
、
感
想
を
八
百
字
程
度
に
ま
と
め
よ
」
と
い
う
も
の
で

あ
っ
た
。 

 

成
績
状
況
に
つ
い
て
は
、
平
均
点
が
七
六
．
三
点
と
他
の
科
目
と
比
べ
高
い
が
、

一
回
生
の
入
門
的
科
目
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
定
の
レ
ベ
ル
を
ク
リ
ア
で
き
た
か
ど

う
か
で
判
断
し
た
た
め
で
あ
る
。 
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４ 

お
わ
り
に 

 
以
上
が
、
田
辺
文
学
を
共
通
教
材
と
し
て
二
専
攻
各
コ
ー
ス
の
五
名
の
教
員
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
方
法
に
よ
り
、
国
文
学
科
に
お
け
る
学
び
を
学
生
達
に
伝
え
よ
う

と
し
た
授
業
報
告
で
あ
る
。 

 

学
生
達
は
、
三
回
毎
に
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
担
当
者
と
授
業
方
法
に
と
ま
ど
い

な
が
ら
も
、
最
後
ま
で
ほ
ど
よ
い
緊
張
感
を
持
続
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
授
業
を

受
け
た
学
生
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
色
々
な
感
想
を
記
し
て
く
れ
た
。
そ
の
内
容
は

前
節
に
も
示
し
た
が
、
各
授
業
後
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
想
が
聞
か
れ
た
。
最
後
に

学
生
た
ち
の
反
応
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。 

 

ま
ず
、
ほ
ぼ
全
員
が
田
辺
聖
子
の
名
前
を
知
っ
て
い
た
が
、
そ
の
作
品
を
読
ん
だ

こ
と
が
あ
る
者
は
、
意
外
に
も
少
な
か
っ
た
。
ま
た
、
平
成
十
八
年
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

連
続
ド
ラ
マ
小
説
に
田
辺
聖
子
を
モ
デ
ル
と
し
た
「
芋
た
こ
な
ん
き
ん
」
が
放
映
さ

れ
た
が
、
見
た
者
は
少
な
く
、
田
辺
氏
の
生
涯
に
つ
い
て
詳
し
く
知
る
学
生
も
ほ
と

ん
ど
な
か
っ
た
。
そ
の
せ
い
か
、
年
譜
と
自
伝
小
説
に
興
味
を
持
つ
者
が
多
く
、
い

か
な
る
境
遇
に
あ
っ
て
も
「
夢
」
を
持
ち
続
け
た
強
さ
と
、
前
向
き
に
生
き
る
姿
勢

に
感
動
し
共
感
を
持
っ
た
と
い
う
感
想
が
聞
か
れ
た
。 

 

ま
た
、
古
典
文
学
に
興
味
を
持
つ
学
生
が
田
辺
氏
の
古
典
小
説
に
興
味
を
持
つ
こ

と
は
予
測
で
き
た
が
、
古
典
は
苦
手
で
し
ん
き
く
さ
い
と
思
っ
て
い
た
学
生
た
ち
が
、

現
代
文
学
と
同
じ
よ
う
に
面
白
い
と
気
付
い
て
く
れ
た
こ
と
も
特
筆
す
べ
き
感
想
で

あ
ろ
う
。
大
阪
弁
に
よ
る
敬
語
表
現
が
面
白
か
っ
た
と
い
う
学
生
も
い
た
。
ユ
ー
モ

ア
に
あ
ふ
れ
た
大
阪
弁
を
見
直
し
た
と
い
う
素
朴
な
感
想
も
聞
か
れ
た
。
文
字
を
形

よ
く
書
く
だ
け
で
な
く
、
言
葉
の
意
味
に
共
感
し
な
が
ら
自
由
に
書
く
面
白
さ
を
体

験
し
、
書
道
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ
た
と
い
う
感
想
を
も
っ
た
学
生
も
多
か

っ
た
。
戦
争
の
悲
惨
さ
を
、
具
体
的
な
作
業
や
爆
弾
の
傷
跡
の
見
学
に
よ
っ
て
身
近

に
感
じ
た
と
い
う
学
生
も
い
た
。 

 

複
数
の
教
員
に
よ
る
多
彩
な
内
容
を
学
ぶ
と
い
う
授
業
形
態
に
つ
い
て
は
、
ほ
と

ん
ど
の
学
生
が
有
意
義
で
あ
っ
た
と
好
意
的
な
評
価
を
下
し
て
く
れ
た
。
田
辺
文
学

館
の
見
学
や
、
ク
ラ
ス
の
友
人
達
と
の
交
流
や
討
論
も
楽
し
か
っ
た
、
楽
し
く
学
べ

て
と
て
も
よ
か
っ
た
、
と
。
こ
の
授
業
を
通
し
て
、
文
学
を
「
読
む
」
こ
と
の
意
義

の
み
な
ら
ず
、
文
学
を
ク
ラ
ス
で
学
ぶ
楽
し
さ
を
伝
え
得
た
こ
と
は
、
何
よ
り
も
嬉

し
い
。
毎
回
の
授
業
内
容
に
興
味
を
持
ち
、
何
ら
か
の
発
見
や
驚
き
を
体
験
で
き
た

と
い
う
感
想
を
述
べ
た
学
生
が
多
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
授
業
が
あ
る
程
度
の
成
果

を
収
め
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。 

担
当
教
員
は
、
学
生
に
学
ぶ
意
義
を
伝
え
る
た
め
に
、
ま
ず
自
ら
の
研
究
と
教
育

の
意
義
を
問
い
直
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
何
を
目
的
に
、
何
を
教
え
る
か
、
わ
ず

か
三
回
と
い
え
ど
も
、
毎
回
が
試
行
錯
誤
の
連
続
で
あ
っ
た
。
そ
の
過
程
で
、
文
学

を
「
読
む
」
こ
と
は
、
人
間
と
、
人
間
を
取
り
巻
く
森
羅
万
象
を
「
読
む
」
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
ゆ
く
の
だ
と
、
文
学
教
育
の
意
義
を
再
確
認
し
合
っ
た
。
お
り
し
も
、

今
年
は
『
源
氏
物
語
』
千
年
紀
に
あ
た
る
。
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
一
古
典
作
品
が
、
い
か
に
日
本
の
人
々
の
心
と
文
化
全
般
に
わ

た
っ
て
広
く
、
し
か
も
隅
々
に
ま
で
深
く
関
わ
っ
て
い
る
か
に
驚
か
さ
れ
る
。
学
生

達
に
は
、「
文
学
の
読
み
方
」
に
お
け
る
学
び
を
起
点
と
し
て
、
人
間
社
会
に
お
け
る

文
学
の
有
意
義
性
を
、
卒
業
ま
で
の
国
文
学
科
の
学
び
の
中
で
体
得
し
て
欲
し
い
と

考
え
て
い
る
。 


